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一 

「
被
災
地
の
雇
用
情
勢
を
把
握
で
き
る
デ
ー
タ
」
と
し
て
、
一
部
兵
庫
県
の
値
を
含
め
た
全
被
災
地
を
管
轄
す
る
公
共
職

業
安
定
所
の
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
た
が
、
震
災
の
も
つ
局
地
性
に
鑑
み
、
も
っ
と
も
深
刻
な
被
害
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
神

戸
・
阪
神
間
の
雇
用
失
業
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
、
神
戸
、
灘
、
西
神
、
西
宮
の
各
公
共
職
業
安
定
所
単
位
の
有
効
求
人

倍
率
（
一
般
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
別
）
、
同
男
女
別
有
効
求
人
倍
率
（
一
般
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
別
）
、
同
中
高
年
齢
者
の

有
効
求
人
倍
率
（
一
般
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
別
）
、
同
男
女
別
就
職
率
、
同
中
高
年
齢
者
の
就
職
率
を
全
国
値
と
比
較
し
て

明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
当
該
地
域
の
雇
用
失
業
情
勢
に
対
す
る
政
府
の
認
識
を
改
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
二
回
に
わ
た
り
質
問
主
意
書
を
提
出
し
、
答
弁
も
得
た
が
、
不
十
分
な
点
、
改
め
て
政
府
の
真
意
を
確

認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
、
さ
ら
に
全
く
答
弁
さ
れ
て
い
な
い
点
が
あ
る
の
で
、
改
め
て
質
問
す
る
。 

二 

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
受
け
た
地
域
に
お
け
る
被
災
失
業
者
の
公
共
事
業
へ
の
就
労
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」 

（
以
下
「
就
労
促
進
法
」
と
い
う
。
）
で
一
年
間
に
雇
い
入
れ
ら
れ
た
被
災
失
業
者
の
実
人
員
が
四
十
一
人
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
同
法
が
「
被
災
地
に
お
け
る
雇
用
の
促
進
に
一
定
の
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
」
（
四
月
十
六
日
付
け
答
弁
第
八

号
）
と
の
認
識
を
政
府
が
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
同
法
に
よ
る
効
果
は
一
年
間
に
四
十
～
五
十
人
程
度
の 
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四 

こ
の
間
「
公
共
事
業
の
発
注
部
局
と
の
連
携
強
化
」
「
公
共
事
業
を
施
行
す
る
建
設
業
者
へ
の
指
導
に
努
め
て
き
た
」 

三 

「
就
労
促
進
法
」
に
よ
っ
て
「
雇
い
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
被
災
失
業
者
」
が
一
年
間
で
四
十
四
人
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
が
同
法
に
よ
っ
て
「
相
当
数
の
被
災
失
業
者
を
吸
収
で
き
る
」
（
答
弁
第
八
号
）
と
認
識
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
政
府
の
言
う
「
相
当
数
の
被
災
失
業
者
」
と
は
一
年
間
で
四
十
～
五
十
人
程
度
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
相
違
な
い
か
。
相
違
の
有
無
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
相
違
あ
る
場
合
に
は
何
が
ど
う
違
う
の
か
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。 

被
災
失
業
者
の
雇
用
で
あ
る
と
の
認
識
を
政
府
が
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
相
違
な
い
か
。
相
違
の
有
無
を
明

ら
か
に
さ
れ
、
相
違
あ
る
場
合
に
は
何
が
ど
う
違
う
の
か
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
答
弁
第
四
号
）
結
果
と
し
て
、
一
年
間
に
四
十
一
人
し
か
就
労
で
き
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
後
も
「
公
共
事
業

の
発
注
部
局
と
の
連
携
強
化
」
「
公
共
事
業
を
施
行
す
る
建
設
業
者
へ
の
指
導
」
（
答
弁
第
八
号
）
を
繰
り
返
す
こ
と
し
か

し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
政
府
の
言
う
「
で
き
る
だ
け
多
く
公
共
事
業
に
就
労
で
き
る
よ
う
」
（
答
弁
第
四
号
）
と
は
、
今

後
と
も
一
年
間
に
四
十
～
五
十
人
程
度
の
就
労
を
め
ざ
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
相
違
な
い
か
。
相
違
の
有
無
を

明
ら
か
に
さ
れ
、
相
違
あ
る
場
合
に
は
何
が
ど
う
違
う
の
か
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

 

五 

五 

「
就
労
促
進
法
」
に
よ
っ
て
「
雇
い
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
被
災
失
業
者
」
が
一
年
間
で
四
十
四
人
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
法
に
基
づ
く
「
当
該
職
種
に
被
災
失
業
者
が
就
労
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
は
認
識
し
て
い

な
い
」
（
答
弁
第
八
号
）
と
の
認
識
を
政
府
が
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
法
に
基
づ
く
当
該
職
種
へ
の
就
労
を
希
望

し
て
い
る
被
災
失
業
者
は
一
年
間
に
四
十
～
五
十
人
程
度
し
か
い
な
か
っ
た
と
の
認
識
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
相
違

な
い
か
。
相
違
の
有
無
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
相
違
あ
る
場
合
に
は
何
が
、
ど
う
違
う
の
か
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

直
接
雇
用
対
策
で
は
な
か
っ
た
た
め
か
、
衆
質
一
三
六
第
八
号
の
五
に
お
い
て
求
め
た
「
被
災
地
に
お
け
る
福
祉
分
野
の

『
公
共
事
業
』
の
拡
大
の
緊
急
性
」
に
関
す
る
政
府
の
認
識
は
、
全
く
答
弁
さ
れ
て
い
な
い
の
で
再
度
質
問
す
る
。 

右
質
問
す
る
。 


